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１.現場視察編
(米原海岸利用ルール周知活動)

米原海岸利用ルール周知活動
（第１回：7月23日、第2回：9月19日）



１.現場視察編
(新規採用職員研修)

サンゴ保全研修 座学 ８月4日（月） 石西礁湖フィールドワーク ８月５日（火）



１.現場視察編
(新規採用職員研修)

①研修の理解度 ③研修の印象②講師の説明



１.現場視察編
(新規採用職員研修)
【サンゴ研修の感想】
もっと知りたかったこと その他



2.庁内連携編
(シン・サンゴレンジャーの取組み)

関係会議等への参加

【シン・サンゴレンジャー】
これまで、単一部署で抱えてきた課題や取り
組みを、庁内横断したメンバーで課題を共有
し、解決策を検討という目的のもと作られた
連携チーム。環境課をはじめとして、企画政
策課、観光文化課、農政経済課、畜産課、水
産課、下水道課、学校教育課で構成。

政策提言

意見交換等

石垣島沿岸海域における係留ブイ設置に関する検討会議

カープレミアやいまくにづくりフェス2025
（ZEN大学教授、学生等との意見交換）

休耕田の活用事業



3.政策提言
(R6年度から実施しているサンゴ礁保全に繋がる庁内横断的施策)





【循環型環境保全プロジェクトの進捗状況】

R6年11月のビオトープ

R7年8月のビオトープ

左がビオトープ、右が復元した水田

R8年2月の水田



【循環型環境保全プロジェクトの進捗状況】

R8年度の予定
・試験地にて無農薬米の栽培（3月植付予定）
・除草剤を使わずにGPSを利用した田んぼの除
草作業の実証実験

海域に流れる栄養塩を減少させ、循環型農業を
模索する。

R7年度実施
・ビオトープを利用したミズゴケ栽培

＊ミズゴケ・・・準絶滅危惧種。大気中のCO2固定・メタン
抑制・リンの吸着による水質浄化の作用があると言われる。
農業資材として、化学肥料の代わりに使用することで、田畑
から海域に流れる海洋汚染防止に対する効果があるかを検証
ができないか。


